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令和５年第４回定例会会派の構成
府 中 市 議 会 市 政 会 （市�政） ８人
府 中 市 議 会 市 民フォーラム（市フォ） ７人
（立憲民主党・都民ファーストの会・無所属）

公 明 府 中 （公�明） ５人
自 由 ク ラ ブ （自�由） ４人
日 本 共 産 党 府 中 市 議 団 （共�産） ２人

日 本 維 新 の 会 （維�新） １人
生 活 者 ネ ッ ト ワ ー ク（ネット） １人
無 所 属 （無�所） １人
れいわ野 口なかおと仲 間たち（れ�仲） １人

（令和５年１２月１８日現在）
※�会派は、議会における同じ政策を持つ議員の集団で、原則として、２人
以上の議員で構成されます。

　令和６年第１回定例会は２月２１日（水）
午前１０時開会の予定です。
　市議会の本会議及び委員会は公開され
ており、どなたでも傍聴することができ
ます。

お知らせ

	 　定例会日誌定例会日誌
（次の日程で開催しました）

�30日� 本会議（委員会付託等）
� � 建設環境委員会
　
� 1日� 本会議（一般質問）
� ４日� 〃 （　　　　〃　　　）
� ５日� 〃 （　　　　〃　　　）
� ６日� 総務委員会
� ７日� 文教委員会
� ８日� 厚生委員会
�11日� 建設環境委員会
�12日� 基地等跡地対策特別委員会
�13日� 市庁舎建設特別委員会
�14日� 学校施設老朽化対策特別委員会
�18日� 議会運営委員会
� � �本会議（常任・特別委員会審査報

告等）
� � 総務委員会
� � 厚生委員会

＜11月＞

＜12月＞

編集後記
　
第
４
回
定
例
会
の
内
容
を
ま
と
め
た
、

議
会
だ
よ
り
第
318
号
を
お
届
け
い
た
し

ま
す
。

　
私
た
ち
編
集
委
員
は
、
本
年
も
紙
面

の
充
実
を
図
り
、
皆
様
に
親
し
ま
れ
る

議
会
だ
よ
り
に
し
た
い
と
、
意
を
新
た

に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長
　
渡
辺
　
し
ょ
う

委
　
員
　
か
ら
さ
わ
地
平

坂
本
け
ん
い
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お
ぎ
の
雄
太
郎

大
室
　
は
じ
め

山
本
　
　
真
実

野
口
　
な
か
お

賛否が分かれた議案（7件）
会　派 府中市議会市政会

府中市議会
市民フォーラム

（立憲民主党・都民ファースト
 の会・無所属）
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仲
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市
長
提
出
議
案

番号 件　　　名 本会議
結　果

115 府中市個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × × ○

117 府中市災害派遣手当等の支給に関する条例の一部を改正する
条例 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

127 府中市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一
部を改正する条例 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○

128 府中市長、副市長及び常勤監査委員の給与及び旅費支給条例
の一部を改正する条例 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

129 府中市教育委員会教育長の給与、旅費及び職務に専念する義
務の特例に関する条例の一部を改正する条例 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

議　　員
提出議案

6 旧統一教会による被害救済を求める意見書 可　決 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 調布飛行場のさらなる厳格かつ適正な管理運営等を求める意
見書 可　決 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳
　
　
情

賛否が分かれた陳情（１件）
会　派 府中市議会市政会

府中市議会
市民フォーラム

（立憲民主党・都民ファースト
 の会・無所属）
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仲
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番号 件　　　名 本会議

結　果

11 合理的配慮提供に関する助成制度の創設についての陳情 採　択 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長は表決に加わりません　　　○：賛成　　×：反対　　△：退席　 

第 4 回定例会議案等議決結果一覧

　

全会一致で可決・同意された議案（17件）

市
長
提
出
議
案

番号 件　　　名 番号 件　　　名

114 東京都市公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増加及び東京都
市公平委員会共同設置規約の変更について 124 府中市郷土の森博物館本館改修に伴う給排水衛生設備工事請負契約の

変更について

116 府中市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例及び府中市モーター
ボート競走条例の一部を改正する条例 125 府中市郷土の森博物館本館改修に伴う空気調和設備工事請負契約の変

更について

118 府中市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例 126 令和５年度府中市下水道事業会計補正予算（第１号）

119 府中市都市計画税条例の一部を改正する条例 130 府中市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

120 府中市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 131 府中市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部
を改正する条例

121 防災行政無線固定系整備工事請負契約の変更について 132 府中市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
122 府中市郷土の森博物館本館改修工事請負契約の変更について 133 令和５年度府中市一般会計補正予算（第５号）

123 府中市郷土の森博物館本館改修に伴う電気設備工事請負契約の変更につ
いて 134 人権擁護委員候補者の推薦の同意について（柳田　恵一氏）

議　　員
提出議案 8 パレスチナ自治区ガザ地区における即時かつ持続的な人道的休戦を求め

る決議

議
　
　
　
　
案

陳
情
か
ら（
要
旨
） 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
を
実
施

◎
合
理
的
配
慮
提
供
に
関
す
る
助
成
制
度
の
創

設
に
つ
い
て
の
陳
情

　
こ
の
陳
情
は
、
「
法
改
正
に
よ
り
、
事
業
者

に
よ
る
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
合
理
的
配
慮
の

提
供
が
義
務
化
さ
れ
る
。
一
方
で
、
合
理
的
配

慮
の
提
供
に
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
な
ど
費

用
が
か
か
る
も
の
も
多
く
あ
り
、
市
民
活
動
団

体
の
ほ
と
ん
ど
が
無
償
で
活
動
を
行
っ
て
い
る

中
で
は
費
用
負
担
が
障
壁
と
な
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
非
営
利
団
体
が
実
施
す
る

合
理
的
配
慮
の
提
供
に
関
し
、
費
用
の
助
成
制

度
を
創
設
し
て
ほ
し
い
」
と
の
内
容
で
あ
る
。

　
厚
生
委
員
会
で
審
査
し
、
委
員
か
ら
、
「
今

回
の
法
改
正
で
は
企
業
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
ま
で
広
く
合
理
的
配
慮
の
提
供
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
事
業
目
的
に
つ
い
て
も
営
利
、
非
営

利
を
問
わ
な
い
た
め
、
企
業
も
含
め
た
助
成
制

度
の
検
討
を
求
め
、
採
択
を
主
張
す
る
」「
合

理
的
配
慮
の
義
務
化
と
は
、
費
用
負
担
す
る
と

い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
建
設
的
対
話
に
よ
っ

て
解
決
策
を
見
つ
け
る
こ
と
が
趣
旨
で
あ
る
と

考
え
る
。
助
成
金
の
制
度
を
市
独
自
で
今
す
ぐ

創
設
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
た
め
、
不

採
択
を
主
張
す
る
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
陳
情
に
つ
い
て
は
、
賛
成

多
数
に
よ
り
、
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
令
和
６
年
１
月
17
日
、
29
人
の
議
員
が
参
加

し
、
府
中
市
政
治
倫
理
条
例
の
趣
旨
を
踏
ま
え

た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。


